
４年生　国語科の実践　「新聞を作ろう」



１．単元の目標

●比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め方、引用の仕方を理解し、使うこ　と
ができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【知識及び技能（２）イ】

●「書くこと」において相手や目的を意識して、経験したことや想像したことな　　どから書

くことを選び、集めた材料を比較したり分類したりして、伝えたいこと　を明確にすること

ができる。　　　　　　　【思考力，判断力，表現力B（１）ア】

●「書くこと」において間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になって　　いるかを

確かめたりして、文や文章を整えることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【思考力，判断力，表現力B（１）ェ】

●言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや　考えを

伝え合おうとする。　　　　　　　　　　　【学びに向かう力，人間性等】 



２．実践の内容①「学習計画／スプレッドシート」　

（１）ICT活用場面 共同編集で担当記事ごとに学習計画立て、チームで共有

シートを１枚にし、他のグループの計画や記事を他者参照可能に

（２）ICT活用のねらい・よさ

学習計画、進捗状
況が共有できる。
児童⇔児童
児童⇔教師



２．実践の内容②「情報収集／フォーム、カメラ、クラスルーム」　

（１）ICT活用場面

・既存の全校児童用のクラス　　
ルームで作成したアンケート　を
発信する
・インタビューを後で見返せ　　
るよう、動画で撮影する

アンケート作成、配布、回収、集計、
グラフ化までをスピーディーに行う
ことができる。
→国語として指導に時間をかけた　
いところに時間を充てられる。
・「大事なことを落とさずに聞けた　
か」自分たちで確認が可能に

（２）ICT活用のねらい・よさ



２．実践の内容③「記述・推敲／スライド」

（１）ICT活用場面
・記事をスライドで作成する
・共同で記事を編集する
・コメントで推敲のアドバイス　
をもらう

・書きながら考え、直すことがで　
きるので、個人思考、協働、思　
考の再構築をスムーズに行うこ　
とができる。
・共同編集が可能で、コメント機　
能でアドバイスをし合うことが　
できる。

（２）ICT活用のねらい・よさ

※児童の新聞記事のインタビュー記事の一例



　　３．児童の様子　（成果物の一例　※記事の一部　）

◉思い出紹介の記事の一例
「４年生の楽しかった学習」をテーマに紹介。
前半に事実、後半に感想を書いている。写真は
クラスルームの写真フォルダから記事にあった
ものを選んでいる。

◉アンケート調査の記事の一例
「学校のお気に入りの場所」をテーマに全校児
童にアンケートを実施。全校クラスルームにア
ンケートを掲載し、放送で回答を呼びかけた。
放送原稿もドキュメントで作成。



４．成果　　

５．課題　

・記事をスライドで作成し、印刷した記事模造紙に貼り付けて完成　
させたため、「わりつけを決める」指導（記事の大きさと新聞に　
いれる場所）が十分ではなかったと感じる。

・Googleの汎用的なアプリケーションと既習のICTスキルを活用し　
て、単元を通して児童が主体的に学びを進めることができた。
・ICT活用により新聞づくり（＝児童の学び）が効率化された。
　アンケートの配布や集計の効率化、記述や推敲の場面の効率化に　
により、「書くこと」の指導に時間をかけることができた。


